
　
１
９
９
２（
平
成
４
）年
に
肥
後
民
家

村
に
石
の
ス
テ
ー
ジ
が
整
備
さ
れ
、
こ

け
ら
落
と
し
と
し
て「
宗
次
郎
」と「
プ

カ
ソ
ン
コ
」の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
翌
年
は「
プ
カ
ソ
ン
コ
」と「
ス
ー

パ
ー
き
じ
む
な
ー
」を
迎
え
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

雨
天
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
古
墳
祭
は
真
夏
の
祭
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
夕
立
に
悩
ま
さ
れ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
ブ
の
運
営
を
き
っ
か
け
に
、「
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
炎
」を
立
ち
上
げ
、
古
墳
祭

の
企
画
運
営
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
一
番
の
思
い
出
は
平
成
16
年
の「
ビ
ギ

ン
」の
ラ
イ
ブ
で
す
。
ビ
ギ
ン
に
来
て
も

ら
い
た
い
と
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
炎
の
メ

ン
バ
ー
で
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
送
り
ま
し

た
。
１
週
間
ほ
ど
で
返
事
が
来
て
感
動

し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
ブ
当
日
は
台
風
が
接
近
し
、
中
止

す
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

奇
跡
的
に
雨
も
降
ら
ず
、
約
４
，０
０
０
人

が
ビ
ギ
ン
の
歌
声
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

以
前
の
古
墳
祭
は
、
住
民
や
地
域
だ
け

で
な
く
、
町
内
企
業
も
参
加
し
て
町
に

一
体
感
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

祭
り
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
が
家
か
ら
松
明

行
列
衣
装
を
着
て
会
場
に
行
っ
て
い
て
、

家
か
ら
古
墳
祭
や
松
明
行
列
が
始
ま
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
松
明
行
列

の
後
に
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
遅
く
ま
で

語
ら
い
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
50
回
を
迎
え
る
古
墳
祭
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を

振
る
っ
て
お
り
、
企
画
委
員
会
は
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
50
年
続
い
て
い
る
祭
り
に
、

町
民
は
誇
り
や
親
し
み
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
十
分
に
対
策
を
講
じ
た
う
え
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
古
墳
祭
企
画
委
員
会
で
は
、
古
墳
祭

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
　
商
工
観
光
課
　
観
光
係

　
☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
５

あの頃の

 古墳祭にタイムスリップ
今年の８月で50回の節目を迎える和水町古墳祭。
　その思い出を隔月で紹介します。
　　第１回は内原壽一さん（久米野）のお話。
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☎
　
０
９
６
８・８
６・５
７
２
５ 内原壽一さん（久米野）。古墳祭企画委員会「プ

ランニング炎（ほのお）」で平成23年まで企画
委員長を務め、古墳祭の企画運営に尽力した。

1993（平成5）年のリーフレット

　新型コロナウイルスなどの感染症
防止のため、発熱または風邪症状で
診察を希望する場合は、
必ず来院前に電話でご相談くださ
い。専門の看護師が対応し、来院時
間などをご連絡します。
　また、屋外での診察、待機となり
ますので、できるだけ自家用車での
来院をお願いします。自家用車以外
の方法で来院された場合でも、テ
ントを設営していますので、テン
ト内で待機することが可能です。
　感染防止のため、ご理解とご協力
をお願いします。

面会禁止
　新型コロナウイルス感染症が日本中で流行してい
ます。
　当院の診療機能を低下させることなく、医療体制
を確保する必要があることから、「面会禁止」を継続
します。

タブレット端末を使用した動画での面会
時間：毎日、
　午後２時、午後３時、午後４時から（５分以内）　
※事前に電話で予約が必要です。

荷物の受け渡し
時間：午後３時～５時
　仕事などの都合上、上記の時間以外に荷物をお持
ちになる人は、受け取りのみとします。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

ご寄付ありがとうございます
　複数の企業・団体・個人から当院へマスクなどの
医療物資のご寄付ほか、食品の差し入れなどを多数
いただいています。
　医療現場のスタッフにとって、地域の皆さんから
の温かいご支援・ご声援が何よりの励みになってい
ます。
　多大なご寄付に厚くお礼申し上げます。心より感
謝申し上げます。

発熱・風邪症状

まずは電話相談！

和水町立病院
☎ 0968・86・3105

JAたまなからたくさんトマトをいただきました

発熱・風邪症状がある人の診察
問　和水町立病院　☎0968・86・3105
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